
海外安全対策情報 

（２０２４年１月～６月） 

 

日本国外務省はロシアの危険情報について、ロシアとウクライナとの国境周

辺地域をレベル４（退避勧告）、それ以外のロシア国内全域をレベル３（渡航

中止勧告）としています。 

現在、ロシア国内からの出国手段が制限されております。 

さらに、経済制裁により海外からの送金制限及びロシア国外で発行されたク

レジットカードの利用停止処置等が発生しております。 

今後の情勢によっては、状況の変化も見込まれることから、危険情報には引

き続きご注意下さい。 

その他、当地では各種集会が度々開催されておりますが、このような集会を

見かけた際は、決して近付くことなく、速やかにその場から立ち去ってくださ

い。 

 

１ 社会・治安情勢 

（１）現時点ではサハリン州の治安については、大きな問題は認められませ

ん。 

２０２３年サハリン州で登録された犯罪件数は次のとおりです（カッコ

内は対前年比。サハリン州内務局発表）。 

 ①総犯罪登録数     ８，７８３件（＋ ３．２％） 

 ②殺人            ４０件（＋１７．６％） 

 ③傷害致死          ２３件（＋ ９．５％） 

 ④強盗            ６９件（－ ６．８％） 

 ⑤窃盗         ２，２６０件（－ １．０％） 

⑥詐欺         １，４３６件（＋５０．１％） 

 ⑦薬物流通         ７７９件（－ ０．８％） 

 ※薬物押収量は前年比から倍増（約６４キロ、前年比＋１００．７％） 

 

（２）総犯罪登録件数は２０２２年まで６年続けて減少を続けていましたが、

２０２３年は増加に転じ、特に殺人や傷害致死といった凶悪犯罪の増加に

加え、特殊詐欺被害が急増しています。 

当地では、至る所に増備されつつある防犯カメラにより、一定の抑止力



が働いていると見られる一方で、本邦と比較すると、犯罪率は高い水準

（日本に比べて約３～４倍）にあることから、引き続き、当地で生活する

際は不測の事態に巻き込まれないよう、細心の注意を払う必要がありま

す。 

（３）今のところ、邦人をターゲットとする犯罪やハラスメントの兆候は認め

られませんが、現下の情勢を踏まえ日々の生活ではなるべく目立たないよ

うお過ごしください。 

 

２ 日常生活における注意点 

（１）窃盗事件にご注意下さい！当地では毎日のようにひったくり、車上荒ら

し、置き引き、スリ被害が発生しております。金品・貴重品・パスポー

ト・携帯電話等は絶対に身から離さないようにして下さい。  

（２）住居のドア及び窓は在宅中でも必ず施錠して下さい。家主在宅中にも関わ

らず、無施錠の玄関等から住居侵入・窃盗被害が相次いでおります。 

（３）昼夜に関係なく、なるべく人通りが多く、車の交通量も多い大きな道路を

歩くようにして下さい。また、防犯カメラのある所を歩くようにして下さい。 

（４）当地での傷害事件の多くは飲酒に絡んだものです。飲み過ぎ及び深夜の帰

宅時には十分ご注意下さい。 

（５）近年サハリン州では特殊詐欺事件が急増しており、内務局（警察）が注意

を呼びかけています。当地では高齢者を中心に被害が多発しており、その手

口は親戚や知合いを装った者から電話が来て、緊急に送金を要求したり、銀

行職員を詐称した者から銀行カード情報を求められる電話詐欺、インター

ネットの広告から詐欺サイトへ誘導され、一方的に契約が成立したとして

前払いを求められるといったインターネット広告を利用した詐欺、短期間

に高額な報酬が得られるとして多額の投資をさせたり、手数料を騙し取る

投資詐欺等、多種多様な手口が使われています。 

   詐欺師は、相手をパニックにさせ、冷静な判断ができないよう物事を急が

せようとする傾向があるため、このような事態に遭遇した場合には、その場

で判断することは避け、冷静に状況を整理することが肝要です。 

   内務局では、「如何なる場合も銀行職員がカード情報を求めることはなく、

そのような求めがあれば、電話を切る」、「第三者に銀行カード情報を伝えな

い」ことを徹底するよう呼びかけています。 

 

３ 当地における犯罪傾向 

サハリン州で多くみられる犯罪傾向は、次のとおりです。 

（１）傷害事件 



・仲間内での飲酒中に口論から乱闘へと発展し、ナイフ、鈍器等で口論 

相手を怪我させる。 

（２）窃盗、スリ、置き引き 

・所有者がレジでの料金支払い等により目を離した隙に、鞄、衣服のポ 

ケット、机上等から携帯電話、財布等の金品を盗む。 

・客として被害者宅に招かれた者が、一瞬の隙を狙って室内の現金、貴

重品等を盗む。 

・無施錠の玄関ドア及び窓から侵入し、金品を盗む。 

（３）車上荒らし、車両窃盗 

・警報装置の無い車両の鍵をこじ開け、車内から金品を盗む。 

・イグニッションキー（始動キー）を無理やり結線してエンジンを始動 

させ、車両を盗み出す。  

（４）薬物事件 

   ・ネットで注文及び送金を完結し、密売人と一切顔を合わせることな

く、指定された場所に隠匿された薬物を購入者自らが取りに行く。 

（５）特殊詐欺事件 

   ・銀行員や取締機関職員を名乗る人物から、「あなたの銀行口座から何

者かが預金を引き落している。」、「あなたの名前で勝手にローンが

組まれている。」等不安を煽り、最終的には「あなたの預金を保護す

るためには、指定された安全な口座へ預金を全額送金しなければなら

ない。」といったものや、「楽に大きな利益が得られる」投資を口実

にしたもの等、多種多様な嘘で被害者を騙す。 

 

４ 邦人被害事案 

ありませんでした。 

 

５ テロ・爆弾事件発生状況 

（１）２０２２年６月２１日、ロシア連邦保安庁サハリン州国境警備局広報部

は、ユジノサハリンスクにおいて、国際テロ組織「カティーバ・タウヒー

ド・ワル・ジハード」（ロシア連邦域内で禁止されているテロ組織）に財

政支援及びソーシャルネットワークを通じてテロ行為を不特定多数に呼び

掛けるとともに、テロ思想の正当化を行っていた中央アジア地域出身者を

逮捕した旨発表しています。 

（２）２０２３年７月５日、当地報道によると、ロシア連邦保安庁は、ユジノ

サハリンスクにおいて、サハリンのエネルギー関連施設及び軍事委員会を

狙って進められたテロ行為を阻止し、ウクライナの「ネオナチズム支持



者」とされるロシア国籍者をテロ容疑で拘束したと報じています。 

   容疑者の家宅捜索では、爆破装置を製造する材料一式が押収されたとさ

れています。 

※ ２０２４年３月以降、モスクワ郊外のコンサート会場、北コーカサス

地方ダゲスタン共和国のロシア正教会、ユダヤ教礼拝所及び同地治安機関

施設が、武装グループにより襲撃される事件が相次いでいます。 

これらテロ事件はいずれもロシアの欧州部で発生している状況ではあ

りますが、テロはどこでも起こり得ること、日本人も標的になり得ること

を十分に認識し、当地の生活においても、イベント会場や宗教関連施設、

治安機関施設、観光施設周辺やレストラン、ホテル、ショッピングモー

ル、公共交通機関を利用される際や、エネルギー関係施設等の近くを通る

際には、十分に注意するようにしてください。 

 

６ 誘拐・脅迫事件発生状況 

  ありませんでした。 

 

７ 日本企業の安全に関わる諸問題 

  日本企業に対する脅迫などの事例は報告されていません。 


